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· 研究テーマと研究方針について
インターネット経路制御は、(１)．すべての終点に到達する一つ以上の経路を自動計算する、(２)．自動計算される経路を、人間の意志・条件を反映して制御・変更する、(３)．ネットワーク接続状況の変更に自動的に対応する、という三つの機能を必要とする。既存のインターネットでの実現方法は、(２)を実現するため回線や経路に重み付けをし、重み付けが最善となるような経路を一つ計算する、という方法である。(３)に関しては、接続状況の変更を見張るタイマーイベントを実行し、接続状況が変更されたら、最善経路を計算しなおす方法を取る。
次世代のインターネット経路制御機構の機能・性能を向上するためには、このそれぞれについて研究・開発が必要である。(２)の関連研究として、MPLSでは経路を決定的に計算する、または条件付の経路を自動生成することが実現されつつある。また、トラフィックエンジニアリングや負荷分散を目的として、ネットワーク回線や経路に対する最適な重み付けを自動計算する研究が存在する。(３)の関連研究では、MPLSのバックアップ回線を計算する機構と、その機構の一般化としてホップバイホップネットワークへの応用などが研究されている。(１)は進化されておらず、(３)で計算されるバックアップ経路をあわせて、自動計算される経路は最大でも最善と次善の数経路となっている。バックアップ経路（次善経路）は、全てのネットワーク回線が切断した場合を独立に計算しなくてはならないため、スケーラビリティに関する性能が疑問視される。
本研究の問題意識は、経路制御機構のそれぞれの機能およびその関連研究が、まったく独立に行われている点である。例えば、回線が切断されると(３)により切断後の最善経路（切断前の次善経路）が利用されるようになるが、(２)の先行研究である重み（コスト）の自動計算は、回線の切断を想定して重みを自動計算しない。結果として、回線切断後の重み付けが正しいものであるのかどうかは、未知である。

(１)、(２)、(３)のそれぞれの機能を連携させるためには、経路制御機構の再設計が必要である。本研究では、(１)を「通信可能な全ての経路の自動計算」であるとし、(２)の重み付けや(３)の経路回復とは分離する。(１)により通信可能な全ての経路セットが計算できれば、一つの終点に対して複数の経路が存在する。(２)は、それに対して個別に重み付けを計算する。(３)に関連するバックアップ経路となる次善経路は、(１)により事前に自動計算される。このような経路制御機構の再設計を通して、本研究は新しい経路制御モデルを提案する。
経路制御はインターネットの根幹であるので、その性能向上や機能の増加はインターネット自体の性能向上や機能の増加につながる。IP電話で 110 番通報を実現するような、社会基盤として信頼できるインターネットを構築するためには、本研究で行う経路制御機構の再設計が必要不可欠である。
■研究の進捗について
指導教官や研究室の先輩、後輩などとの議論から、今期研究方針について少々変更した。現段階の進捗は、研究の方針と具体的な活動がいくつか決まったという状態である。

経路制御機構の機能(１)について、新しいルーティングアルゴリズムを考案した。これが自動計算する経路について、ループフリーの正しい経路であることは証明できる（ループフリーであるかのチェックは、既存のパスベクタアルゴリズムを応用している）。この新しいルーティングアルゴリズムについて、その性質・特性を示すため、いくつかのモデルでシミュレーションを実行している。また、既知のいくつかの問題点について、回避策を検討中である。それらを論文にまとめる予定である。

　博士研究に関連する社会への貢献として、Zebra ospf6d の開発と維持を行っている。これは、仕様が確定していないOSPFv3-MIBの確認を兼ねた実装を含む。また、並行してospf6dの性能評価や、DoSアタックの防止と追跡に関して、経路制御機構の変更に関しても取り組む予定でいる。
■博士論文の進捗について

研究方針の概要の証明と、博士論文の構成要素となる小研究に取り組んでいるため、博士論文は執筆を開始していない。２００６年度春からの執筆開始を目標としている。
■特記事項

<ここは、村井さんが最後に書くと思いますので空白でよいと思います。>

